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避難呼びかけ⾳声
・東⽇本⼤震災から避難呼びかけ⾳声の⾒直しが進んでいる。
（例）災害時の効果的なアナウンス（⼩林，2018）、防災放送の訓練システム（⾼野，2020）

・避難呼びかけ⾳声の問題として「聞こえない」、「聞こえても聞き取れない」という基本的な問題が存
在する。

通る声の声質に関する⼼理的評価

⽇常⽣活には声質を評価する表現語が多数存在する。（例）「通る声」、「明瞭な」、「⾼い」など

この問題を解決するために。

「通る声」と「通らない声」の印象評定実験を⾏い、因⼦分析により声質的違いを⽰す。
将来的には避難呼びかけ⾳声で技術的な使⽤を⽬指す。

・通る声を持つ話者の抽出

「通る声の話者男⼥各5名」と「通らない声の話者男⼥各5名」を抽出した

・評価に⽤いた表現語対



・実験にはMicrosoft forms使⽤し両極7段階評定尺度を採⽤
・実験参加者は男性24名、⼥性6名の計30名
・騒⾳のない静かな場所でPC（HP ProBook 430 G3）ヘッドフォン（SUARE SRH440）

LAeq = 50 dBで提⽰

印象評定実験

結果
・男性話者は

「⼒強い―弱弱しい」(0.99)
「迫⼒がある―物⾜りない」

(0.77)
などで差が⼤きかった。

・⼥性話者は
多数の表現語対で差が⼤きく

特に
「張りのある―張りのない」(1.8)
「⼒強い―弱弱しい」(1.57)
などで差が⼤きかった。

因⼦分析結果

「通る声」は「通らない声」に⽐べて「⾦属性・迫⼒性」の声質的要因が強い

・・・男⼥を分割

・・・通る声と通らない声を分割

• 第1因⼦は美的因⼦を表す表現語対なので
「美的因⼦」

• 第2因⼦は⾦属性を表す表現語対，
と迫⼒を表す表現語対なので「⾦属性・迫⼒因⼦」

• 第3因⼦は⾳声の特徴に関係する
表現語だったので「特徴因⼦」

第1因⼦と第2因⼦に関する
各話者の因⼦得点をプロット

結論

「通る声」と「通らない声」を⽐べて

塗りつぶしたマーカー(■，●)は通る声を持つ話者，
⽩抜きのマーカー(□，○)は通る声を持たない話者に対応
四⾓のマーカーは男性，丸のマーカーは⼥性を表す


